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心理学系報告（2008．4．卜2008．9．30）  

Ⅰ人事異動  

2008年4月1「‾† 外山 美樹准教授  

寺島  瞳助教  
鈴木 真吾準研究員  

石川浦佐育準研究員  

2008年4月16口  林  和子準研究員  

2008年5月1口  井関 龍太準研究員  

就任［鹿屋体育大学］  

就任［筑波大学大学院人間総合科学研究科］  

就任［筑波大学大学院人間総合科学研究科］  

就任［筑波大学大学院人間総合科学研究科］  

就任［筑波大学大学院人間総合科学研究科］  

就任［筑波大学大学院人間総合科学研究科研究員］  

Ⅰ 単糸構成員（2008年9月30日現在）  

研  領  域  

実験・動物  教育・認知  度莱・社会  写己  達  臨味・相談  

教 授  一谷 幸男  

小川 園子  

菊地   正  

服部  畷  松井  艶  新井邦二郎  有限 利紀  

茂冒 雄二  吉田富二雄  大川 一郎  小川 俊樹  

櫻井 茂男  ′ト玉 正博  

橋口 任和  闘＝二不二夫  

綾部 早穂   1郷土ー品数  佐藤 有桝  杉江  征  准教授  加藤 克紀  

山lユJ－一夫  

講 師  

外山 果樹  湯川進太郎  山中 輝美  

佐藤  組   堀越  勝  

永作  稔  望月  聡  

寺島  瞳  

石川浦佐育  鈴木 真吾   

助 致  NandiniVasudevan  

準研究員  林  和子  井関 龍太  
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Ⅱ 心理学系教官指導論文題目一覧   

1．2007年度 博士論文   

（1）課程博士  

氏 名  

心理学専攻  高橋 尚也  

太幡 直哉  

指導致貝  
論文題目   

住民と行政の協働における個人の参加と相互作用の進展  松井  豊  

懸念的被透視感が生じている状況における  青田富二雄  

対人コミュニケーションの特徴   

対人関係における操作の機能的側面に関する研究  ′ト玉 正博  

中学生における友人に対する相談行動に関する研究  新井邦二郎  

一利益・コストの視点から一  

対処的悲観性に関する心理学的研究  小二に 止伸   

二者開村面コミュニケーションにおける同調的衷情未Lh  ～一そ手 車男  

ラットの空間的作業記憶における海馬および前頭前野  山谷・孝明  

グルタミン酸受容体の役割  

ヒューマン・ケア科学専攻 寺島  瞳  

永井  智  

細越 寛樹  

感性認知脳科学専攻 市川 寛子  

林  和子  

（2）論文博士  

氏 名  論文題目  担当教員  

池上 将永  新生仔期6－hydroxydopamine処置ラットの行動特性における－一そ手 車男  

残存dopamine作動性神経系の役割  

沢宮 容子  楽観性様式の臨床心理学的研究   

2．2007年慶 大学院博士課程人間総合科学研究科 中間（修士）論文  

新井邦二郎  

氏 名  

心理学専攻  岩木  横  

川上 直秋  

鈴木 高志  

松尾  藍  

三浦 絵美  

論文題目   

方略に関する知識が創造的思考に及ぼす影響  

単純接触効果のカテゴリーへの般化  

hImplicitAssociation′指st（IAT）を用いた検討一  

学習への動機づけにおける利用価値と興味価値の役割  

ステレオタイプ喚起情報が対人魅力に及ぼす効果  

自己愛傾向者の自伝的記憶  

一自己愛の誇大性と過敏性の観点から－   

指導教員  

茂H 雄∴二  

青田富二雄  

櫻井 茂男  

吉田富二雄  

吉田富二雄  

ヒューマン・ケア科学専攻 太田 知里  

垣内 文夫  

今野 仁博  

三鈷 寮代  
設楽紗英子  

小学校から中学校への移行ストレッサーと不登校傾向との 新井邦二郎  

関連  

児童虐待傾向にいたる認知行動的側面と予防的介入  小玉 正博  

プログラムの検討  

移行対象と子どもの象徴械能  小川 俊樹  

～身体接触を基本とした母子関係の視点から～  

幼児期の子どもをもつ親の蓉育スキルに関する研究  溝口 佳和  

ワーク・エンゲージメントにみる職場の対人関係の特徴  新井邦二郎   
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新井邦二郎   

望月  聴  

′」、王 止博   

新井邦二郎   

小川 園子  

一谷 幸男  

一谷 幸男  

高齢者によるサクセスフル・エイジングの特徴と  

その関連要因の検討  

大学生における劣等感と精神的健康の閑適  

首尾一貫感覚（Sense ofCoherence）と自己閑適要因  

および席神的健康との関連の検討  

児童の愛着スタイルと友人関係，適応との関連  

雌マウスの空間記憶学習の制御に果たす  

エストロゲンの役割  

新生仔期MDA受容体遮断ラットの条件性情動反応と  

田中 真理  

広田 千織  

藤里 紘子  

八越  忍   

感性認知脳科学専攻 小沢 貴明  

新倉  怜  

その潜在制止  

古家 宏樹  ラットの水迷路における遅延場所見本合わせに及ぼす  

グルタミン酸NMDA受容体桔抗薬AP5脳室内投与の効   

3．2007年度 大学院修士課程教育研究科スクールリーダーシップ開発専攻  

氏 名  論文題月   指導敦員  

小川 俊樹  亀沢 直子  高校生における被暗示性に関する研究   

4．2007年舷 大学院幡士課程教育研究科カウンセリングコース 修士論文  

氏 名  論文題目  

岩間 健一  休み始めた生徒を登校に向ける教師のはたらきかけ  
岩本 豊一   幹部自衛官のどリーフが不安・抑うつ・怒りに与える影響  

植木 久美  中年期女性の自我同一一性に及ぼす夫婦関係と居場所の影響  

北風新一郎  中高年期の老いの意識に関する研究  

一老いへの対処方略と態度形成との関連について  

桐井久美子  仕事の取り組みがキャリア・パースペクティブに及ぼす影響要陸＝ニついて  

毛呂 准子  上司の部下育成行動とその影響要周  

小暮富美悪  大学生の職菜選択忌避的傾向とその要因の研究  

篠原 尚人  グループ・アプローチが小学校高学年における仲間を受け入れる学級風土に  

与える効果  

高田   薫  小・中学校教師の援助チーム会議の内容についての受け止め方が  

心理的変化に与える影響  

高谷みゆき  シニア世代の子育て支援が母親の情緒的安定に及ぼす影響   

中野 美和  楽観性と健康統制感が日常的健康行動に及ぼす影響  

一診断結果に対する回避的認知要因の分析を通して一  

中原 芳子  分娩期の産婦と助産師の関係がその後の母親の心理状態に及ぼす影響  

橋本 衆宝  セルフモニタリングと自己目標の設定に焦点化した生徒面談の  

学習意欲に及ぼす影響  

舟木 文筆  母親の子どもへの愛着とその養育行動が子どもの行動傾向に及ぼす影響  

堀内 泰利  キャリア郎軋 キャリア充実感．組織コミットメントの関係  

山崎 良孝  生徒が求める学校生活と学校における教育活動との関係が  

学校適応感に及ぼす影響  

李  文君  在日中国人従業員の職業性ストレスに関する研究  

指導教員  

田上不二夫  

石隈 利紀  

笠井  仁  

大川 一郎  

岡田 昌毅  

松井  鹿  

田中 輝美  

石隈 利紀  

石隈 利紀  

田上不二夫  

小玉 正博  

笠井  仁  

田上不二夫  

濱L」佳和  

岡田 昌毅  

田上不二夫  

揚川進太郎   
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5．2007年腱 人間学輯心理学主専攻 卒業論文  

氏 名  論文題目  

麻田  元  学生におけるプレミアム商品購入の規定囲に関する探索的研究   

阿部 則子  読審時の共感経験が読音量と共感性に与える影響一大学生における検討一   

今井 威紀  中学生のネガティプな感情表出の制御と  

学校適応感および精神的健康との関連   

梅内 裕江  境界例心性と対人関係における不安変化パターンに関する研究  

－ニ著聞と第三者介入時の比較一   

連藤  背  中学生における自己愛傾向と自己開示の関連   

大江 悠樹  音楽聴取がストレス反応に与える影響についての生理・心理的検討  

一聴取者の主観的評価を中心として一   

緒方 重体  整髪料を購買後の広告に対する意識   

奥  千加  中学生の主張性に関連する要因の検討   

春日 竜太  回復見込みのない恩者の看護と看護学生の人格的成長の関係   

加藤 洋恵  不幸を自慢する心理   

菊地麻都子  子どもから見た親の学習・進学面に関する期待について  

一発育態度との関連及び学習の動機づけ・学校適応への影響一   

北野 尚子  抑うつ反応スタイルの機能差に及ぼす要因の探索的検討  

一時間的志向性，希望およびソーシャルサポートとの関連から一   

工藤 麗弥  地域育児グループ・ひろばの特性と育児ストレスの関連   

小林 裕美  清潔行動の規定国および対人的効果   

小山あさみ  潜在連合テスト（IAT）によるオノマトペの印象評価  
一滴音・濁音・半濁音の比較から一   

新藤 由布  大学生の援助要請行動と自己愛との関連の探索的検討  

一自己愛の誇大性と過敏性に注目して－   

坂  征拓  怒りの長期化に影響を与える要因の検討一怒りの方向性の視点から－   

坂口 奈央  幼児の問題行動と社会的スキルが保育者の指導に及ぼす影響   

櫻井 亮太  英語学習観が学習方略と内発的興味に与える影響  

一高校1年生を対象にして一   

佐合  累  感情表出の制御における誇張と精神的健康との関連   

迫田 麻新  中学生における居場所のあり方と精神的健康との関係   

佐山 美咲  老年期における配偶者との死別に関する研究  

一死別後の対処行動と関連要因の検討一  

滴水  誠  ラットの空間記憶における再固定低温の検証  

－グルタミン酸NMDA受容体遮断薬の効果一   

周藤  純  反応時間を用いた単純接触効果パラダイム  

鈴木 国泰  衝動性，認知的制御が攻撃性に及ぼす影響  

関根 千恵  過去の社会的攻撃被害が青年期後期における心理に及ぼす影響  

相馬いづみ   ジェンダーステレオタイプ一致行動が対人魅力に及ぼす効果  

視堅みづき  運動誘発性消失の生起中に知覚的充填は生じているのか  

曽田 明仁  大学生括の充実感と滴足感を高める大学生括観と大学生括様式  

高橋 悠樹  描画が不快感情の軽減に与える効果  

塚本 智大  大学生が行う村人サービスにおける感情的不協和経験の構造とその影響要因  

手代木歩美  家庭における家事活動が児童の自己有用感と向社会的行動に与える影響  

豊田 陽子  青年の「生きづらさ」の構造に関する検討  

一自己意識・同一性地位・自己投入の観点から－   

指導教員  

服部  環  

茂呂 雄二  

新井邦二郎  

笠井  仁  

佐藤  純  

堀越  勝  

服部  環  

新井邦二郎  

田上不二夫  

松井  豊  

新井邦二郎   

小玉 正博  

佐藤  純  

櫻井 茂男  

青田富二雄  

堀越  勝  

新井邦二郎  

櫻井 茂男  

櫻井 茂男  

ノ」、川 俊樹  

小川 俊樹  

大川 一郎  

山田 一夫  

菊地  正  
望月  聡  

濱口 佳和  

書田富二雄  

菊地  正  

佐藤 有耕  

笠井  仁  

湯川進太郎  

新井却二郎  

杉江   征   
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堀越  勝  

大川・一郎  

服部  環  

濱口 佳和  

松井  豊  

茂呂 雄二  

横口 僅和  

佐藤 有排  

田上不二夫  

大川 一郎  

佐藤 有耕  

慣口 任和  

加藤 蒐紀  
笠井  仁  

菊地  正  

小川 俊樹  

揚川進太郎  

小川 俊樹  

菊地  正  

佐藤 有緋  

′卜玉 正博  

杉江  征  

湯川進太郎  

堀越  勝  

菊地  正   

大学生における罪悪感情および羞恥感情が怒りにおよぼす影響の検討  

青年期後期の子どもを持つ親の子経れに関する研究  

社会的スキルと対人ストレスイベントの関係  

養育者のスキンシップと幼児の共感・向社会的行動との関連  

自己呈示行動時や行動後に生じる否定的意識  

癒しとはどのようなものか一大学生が捉える癒しと癒し行動からの検討一  

助児の不安傾向と行動的特徴との関連  

中学生から社会人までの感情生活の発達的変化  

身体活動・連動の実施・継続に及ぼす他者の存在の効果  

中澤佳奈子  

中田 真治  

中村 昌義  
中村 友美  

成田 恭代  

二井内絢香  

西輝子枝美  

長谷 晶子  

林  玲子  

樋口真理子  老年期の親と子どもの心理的関係一親にとっての子どもの存在の意味一  

藤田 裕実  大学生の友人関係形成に対する苦手意識の高低からみた友人関係の特徴  

藤原 健志  養育者と子どもの怒り反応における類似性に影響する要因の検討  

別役  遠  近交系マウスにおける水迷路を用いた視覚弁別課題の検討  

星野 聡子  イメージ能力が侵入記憶に及ぼす影響  

松井 淳一   記憶の自己選択効果における比較の重要性  

松尾  陽  自主解決志向性から見た援助要請行動の検討  

…精神的健康および適応感との関連一  

松尾優季亜  筆記開示が集団適応に及ぼす影響  

JL楠 慶子  親密な他者の有鯉と半見知りでの対人不安の強さから見た適応の特徴  

森  莱和  文脈辛がかり効果と単純接触効果の関係  

諸星さやか  学校ぎらい感情の表出のしにくさが小■中学生のストレス反応に与える影響  

山岸あやの  失敗経験時における対処的悲観者の原因帰属と対処行動の検討  

一精神的回復力と悲観的思考の受容との関連一  

山田 圭介 “あがり■一による心理的身体的変容へのとらわれが主観的成功感に及ぼす影響  

山田 恵太  サイコパシー特性と道徳推論の関連性  

山本 樹里  大学生における内的特性が「食」に関する認知と行動に及ぼす影響  

一衝動性と完全主義に焦点を当てて一  

山本 英裕  車載カメラ画像の表示角度が他車の進行方向判断にもたらす効果  
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Ⅳ 2007年度各種表彰など  

氏 名   

○荒井 崇史  

受賞名   

若手研究助成（社会安全研究財乱  

2007年7月－2008年10月）  

Outstanding Presentation Award  

（アジア健康心理学会議，2007年  

9月）  

日本認知科学会奨励論文賞（日本  

認知科学会，2007年9月）   

WCBCT2007バルセロナ若手研究  

奨励助成（日本行動分析学会・日  

本行動療法学会・日本認知療法学  

会，2007年7月）  

対象論文・発表題目名（掲載誌）または受賞理由   

「メディア接触と犯罪不安との関連性の検討一犯罪不  

安の4側面からの検討－」というテーマが採択され，  

研究助成金100万円を一受領した。  

The role of now experience on stress response，  

Proceedings of the 3rd Asian Congress of Health  

Psycholo卯42．  

テキスト理解におけるオンライン推論生成の規定因  

一整合性とアクセス可能性の比較－∴ 認知科学，13  

（2），205－224．  

Differentialpatternsin the attentionalbias forpositive  

and negative emotionalinformation among depress，  

anxiety；and comorbidityinJapanese children and  

adolescents．V World Congress of Behavioraland  

Cognitive TherapleSin Barcelona，Spain，Poster  
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